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Abstract
Muroran Institute of Technology signed an academic exchange agreement with the Tribhuvan 
University, Prithvi Narayan Campus (PN Campus) in Nepal in 2018, and is promoting academic 
exchange activities in both research and exchange cooperation. Prior to the conclusion of the 
agreement, the author had a personal friendship with faculty members of the PN campus since 2012. 
They helped local arrangements for fieldwork in Nepal. In concluding an academic exchange 
agreement in 2018, an undergraduate student and a master student of our Institute have been 
participating in research workshop at PN campus, moreover, we invited faculty members of PN 
campus to our university for exchanges. Then, in 2019, students of our university visited the PN 
campus, and joined a joint workshop to interact with local students. This paper reports on the 
academic exchange activities between the PN Campus and Muroran Institute of Technology, centering 
on the implementation report of the joint workshop held in 2019.
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Abstract
This brief report aims not only to understand current situation of international academic partnership at 
Muroran Institute of Technology (MuroranIT), but also offer some proposals for further development 
of academic cooperation and exchange with overseas universities and institutes. This report consists of 
four sections, and its main points are presented in Section 2 and 3. In Section 2, the current status of 
MuroranIT’s partnership covering its subject, content, type, continent & region, language & culture 
area, language, term of validity and assessment will be specified. In Section 3, to further develop 
international academic partnership of MuroranIT, the author makes some proposals in university 
procedures, strategies, necessity of partnership extensions, acceptance of more international students,
grasp of academic cooperation by faculty member and researchers, online international cooperation and 
reexamination of partnership draft and adoption of legal review process.
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調べるための実験を 2017 年冬にネパールで実施した。その際、我々のネパール訪問に併せて、PN キャ
ンパスにおいてお互いの研究を紹介し合う研究ワークショップが企画され、筆者と同行した日本人学生





図 2 2017 年の研究ワークショップの様子
佐藤 和彦
－ 82 －



























調べるための実験を 2017 年冬にネパールで実施した。その際、我々のネパール訪問に併せて、PN キャ
ンパスにおいてお互いの研究を紹介し合う研究ワークショップが企画され、筆者と同行した日本人学生





図 2 2017 年の研究ワークショップの様子
ネパールにおける学術交流活動についての第一報 
－ 83 －
2. 3 PN キャンパス教員の室蘭訪問と協定締結
 2018 年から本学と PN キャンパスの間で学術交流協定を締結するための準備を開始した。これまでの
実績は、筆者らがネパールで現地実験をする際に PN キャンパスを訪問して研究発表を行うことのみで
あったため、交流に広がりをもたせるために PN キャンパスの教員を本学に招聘し、本学において研究
ワークショップを開催することとした。調整を重ねた結果、2018 年 8 月に、筆者の共同研究者であるラ
ムジ・ゴータム氏、情報学の教員プリティビ・パネル氏、キャンパス長（学長に相当）のチャンドラ・
バハドール・タパ氏の 3 名の来蘭が実現した（図 3）。研究ワークショップでは、来蘭した 3 名が研究発




 2019 年 9 月 17 日から 4 日間の日程で共同ワークショップを PN キャンパスで実施した。筆者らの研
究での交流以外では初となるネパールでの大学間交流であり、これまでの教員中心の交流ではなく、今
回は学生同士の交流を主体とした実施計画を立案した。表 1 に示すように、タイを経由した移動および
首都カトマンズ周辺地域への滞在と世界遺産見学などを含めトータルで 9 泊 10 日の旅程を計画した。
参加学生は、筆者が所属する情報系コースの学生だけでなく、国際交流センターを通して海外交流に
関心を持つ学生へと広く参加を募集した。その結果、学部学生 4 名（情報電子工学系学科 3 年生 1 名、
同 4 年生 1 名、建築社会基盤系学科 2 年生 1 名、応用理化学系学科 3 年生 1 名）、大学院生 1 名（情報電
子工学系専攻 1 年生）が参加した。
3. 2 出国からポカラ到着まで
 2019 年 9 月時点で日本からネパールまでの空路は関西国際空港からの直通便が運航されていたが、旅
図 3 2018 年の本学での研究ワークショップの様子
表 1 共同ワークショップの実施日程
Day 1 2019/09/15 移動：出国～バンコク（トランジット泊） 
Day 2 2019/09/16 移動：バンコク～カトマンズ～ポカラ、ポカラ宿泊 
Day 3 2019/09/17 WS1：開会式、グループワーク（観光プラン作成）、市内観光 
Day 4 2019/09/18 WS2：フィールドワーク＆ホームステイ（ディタール村宿泊） 
Day 5 2019/09/19 WS3：ショートトレッキング（ディタール村～アスタム村） 
Day 6 2019/09/20 WS4：研究発表会、閉会式 
Day 7 2019/09/21 首都カトマンズに移動。世界遺産見学、カトマンズ宿泊 
Day 8 2019/09/22 世界遺産パタンに移動、パタン宿泊 
Day 9 2019/09/23 移動：カトマンズ～バンコク～帰国、機内泊 

























3. 3 ＷＳ第１日目 観光プラン作成と市内観光
 旅行 3 日目ワークショップ初日。朝食後に、ホテルまで迎えに来た PN キャンパスの公用車で大学へ
向かった。会場となった会議室に両校の教員、学生が集合した。参加者は、本学教員 1 名、PN キャンパ
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3. 4 ＷＳ第２日目～３日目 山村でのホームステイ
 旅行 4 日目ワークショップ第 2 日。1 泊 2 日の日程で、ポカラから 15 キロほどの郊外にあるディター
ル村に赴き、村が協同経営する民家を改築したゲストハウスでのホームステイと村々を巡るショートト
   
























図 9 観光の様子（バスパーク～パタレチャンゴの滝～グシュテプワール・マハデヴ洞窟寺院） 
 
   
図 10 セティガンダキ川にて  図 11 ディタール村までのトレッキングの様子 
 
 
























図 9 観光の様子（バスパーク～パタレチャンゴの滝～グシュテプワール・マハデヴ洞窟寺院） 
 
   
図 10 セティガンダキ川にて  図 11 ディタール村までのトレッキングの様子 
 
 
図 12 農村でのホームステイとドーナツ作り体験 
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3. 5 ＷＳ第４日目 研究ワークショップ
 旅行 6 日目ワークショップ最終日。PN キャンパスにて両校の教員、学生による研究発表会が行われ
た。本学側は筆者と大学院生が研究テーマについて発表し、学部生 4 名は今回のネパールで体験したこ











で散策に赴いた（図 14）。カトマンズには 2015 年に起きた大地震の爪痕が今も残り、壊れたままの建物
や修理中の建物が多く存在する。学生らにそれらを見せるため、あえて細い裏路地を通り、ちょっとし
た冒険を楽しんだ。
3. 7 最終夜 世界遺産パタンでの宿泊











図 13 研究発表会と閉会式 
 
 
図 14 カトマンズ観光 
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図 15 観光の様子（世界遺産パシュパティナート、世界遺産ボダナート） 
 
 
図 16 世界遺産パタンで過ごした最終日 
 
